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外国語（英語）教育の重点目標（小中共通）
１，コミュニケーション能力の育成
２，異文化や異なる文化を持つ人々を受容し､共生する態度の育成
３，自分の考えや意見を発信し､具体的に行動できる能力の育成

目指す小学校卒業時の姿
外国人に対し物怖じせず、英

語で挨拶や自己紹介するなど、
積極的にコミュニケーションを
図ろうとする。

目指す中学校卒業時の姿
外国人に対し、相手の立場や状況を考えな

がら､積極的にコミュニケーションを図ろう
とする。自国の文化やふるさとに誇りをもち、
それを英語で堂々と伝えることができる。

カリキュラム連携
（１）目標の一貫性
（２）題材の系統性
（３）指導法の継続

小野小・北中 小中一貫外国語（英語）教育 全体構想
児童の実態
・明るく素直な児童が多い。
・授業や生活は真面目で積
極的に取り組める。

・人前で自分の考えを発表
するのが苦手である。

・新しい人間関係をつくる
ことが不得意である。

生徒の実態
・素直で何事にも真面目に取り組
むことができる。

・決められたことや任されたこと
に対しては責任をもって取り組
むことができる。

・自分の意見や考えを伝えたり、
表現することに消極的である。

外 国 語 ( 英 語 ) 教 育 の 具 体 的 な 取 組

1. CAN-DOリスト
・小３から中３までの
ＣＡＮ－ＤＯリスト
の作成

・ＣＡＮ－ＤＯリスト
を基にした授業実践

3. 授業参観交流
・小中互いの英語教
師や担任、ＡＬＴ
による授業公開

・保護者や地域への
授業公開

4. 児童･生徒交流
･英語による作品の
掲示

･英語(外国語活動)の
取組をビデオで視聴

5. 実態調査･活用
・４技能の調査の実
施と活用（GTEC)

・英語に対する意識
調査の実施と活用

6. 環境整備
・英語校内放送や

ALTと交流する
休み時間の設定

・英語ルームや英語
掲示板の活用

他教科等との関連【教科横断的な視点】
・興味、関心をもたせ主体的に学べる
・思いや考えを自分の言葉で表現する
・ねらいを基に見通しをもって学習できる
・自分ごととして振り返りができる

行事等との関連【国際理解的な視点】
・英語弁論大会への全員参加

2. パフォーマンス評価
・ルーブリックを使用
した評価

・ビデオ撮影による自
己評価・相互評価



２年目の取組における課題点

1、 質、量共に、

より充実したコミュニケーション活動 ⇒

２、小中共通している授業形態や活動の確立⇒

３、外国語活動の教科化における評価

CAN-DOリスト、パフォーマンス評価

ルーブリック評価の改良⇒

積極性

安心感

指導と評価の一体化

児童にとっての

必要感



１、より充実したコミュニケーション活動
■楽しく必要感のある場面設定

・必要感と達成感のある単元ゴールの設定
・必要感と自己決定のある言語活動の設定
・単元ゴール達成のための児童自身からの提案

■慣れ親しませるための取組
・ステップとスパイラルのある単元構想の工夫
・必要な表現の繰り返し練習からの自信（チャンツ・家庭学習）

■伝え合う喜びを感じさせる工夫
・往復するためのリアクション意識

・振り返りの中に友達の活躍を記入

３年目の取組における実践 具体的手立て



単元ゴールの設定

具体的な取組

必要感のある単元ゴールの設定
本時のゴールの設定



必要なフレーズを
児童自身から引き出す

言語活動の様子

具体的な取組

必要感のある言語活動の設定



●児童が必要感を感じるかどうか

●「～をするために、～のために」が重要

（はばたく群馬の指導プランⅡより）

●単元のねらいに合った設定

単元ゴールの設定で意識したこと



必要感のある単元ゴール一覧作成具体的な取組

Unit Grade3 Grade４ Grade５ Grade６

１

『イングリッシュルームを世界国旗でか
ざるために、世界のあいさつを楽しみな
がら国旗を手作りしよう！』

『ミクロネシアの友達に日本の小学生を
知ってもらうために、自分の好きなもの
をいっぱい紹介しよう！』

『ミクロネシアの友達に自己紹介のビデ
オレターを送ろう！』

『ミクロネシアの友達にプロフィール
カードを作り、自己紹介のビデオレター
を送ろう！』

２

『全校のために、
ジェスチャー付きの気持ちポスターを作
ろう！』

『ミクロネシアの友達に日本の小学生を
知ってもらうために、学校で遊んでいる
遊びを紹介しよう！』

『５月生まれの校長先生のためにバース
デイカードを送ろう！』

『聞き手を楽しませるために宝物クイズ
を作り、友達と家族に自分の宝物を紹介
しよう！あわよくば･･･（笑）』

３

『ハロウィンパーティーでジャコランタ
ンを数えるために、たくさん数字を使っ
てゲームをしよう！』

『最高にハッピーな夢の一週間を作って
友達に発表しよう！』

『夢に近づく時間割を作って友達に発表
し、お家の人にも頑張ること、協力して
欲しいことを伝えよう！』

『ペアで旅行会社を設立し、クラスで人
気NO1の旅行会社になろう！』

４

『ミクロネシアの友達にビデオレターを
送るために、自分の好きな色やスポーツ
を言えるようにしようⅠ！』

『最高にぐーたらな夢の一日を作って友
達に発表しよう！』

『自分がすごい！大好き！と思う身近な
ヒーローを友達に紹介して、その人の
ファンを増やそう！』

『小学校最後の夏休みを色あせさせない
ために、ポスターを作って夏休みの思い
出を発表しよう！』

５

『ミクロネシアの友達にビデオレターを
送るために、自分の好きな色やスポーツ
を言えるようにしようⅡ！』

『友達の好みをしっかりリサーチして、
好みにピッタリの筆箱をその友達に高く
売ろう！』

『チームに分かれ、謎解き迷路を作り、
校内宝探し大会をしよう！』

『全校に地球環境やフードロスを知って
もらうために、給食室の前に飾る食物連
鎖ポスターを作ろう！』

６

『来年入学してくる新１年生のために、
自分の名前ポスターを英語でかっこよく
作ろう！』

『来年入学してくる新１年生のために、
自分の名前ポスターを大文字と小文字で
かっこよく作ろう！』

『群馬・富岡の食材を使ったランチセッ
トメニューを作って、レストラン経営を
上向きにしよう！』

『日本とミクロネシアの食材でオリジナ
ルメニューを作り、NO1メニューを決め
て、栄養士に提案しよう！』

７

『英語が書けるようになったことを家族
に驚かせるために、ありがとうカードを
英語でかっこよく作ろう！』

『お店屋さんごっこをして、売り上げ
NO1のレストランを決めよう！』

『日本の四季や文化を紹介するブック
レットを作り、富岡市に来た外国の方に
読んでもらおう！』

『卒業式に「小学校の思い出」を飾るた
めに、思い出アルバムを作ろう！』

８

『友達を楽しませるために、チームに分
かれてクイズ大会をして、おもしろチャ
ンピオンを決めよう！』

『友達を楽しませるために、チームに分
かれて迷路ゲームをして、宝物をゲット
しよう！』

『自分がすごい！大好き！と思う世界的
なヒーローを紹介し、ツイッターに英語
でコメントを送ってみよう！』

『卒業式前夜に家族にありがとうを伝え
るために、感謝や将来の夢を語るサンク
スレターを作ろう！』

９

『新１年生のために、絵本の読み聞かせ
をしてあげよう！』

『新１年生のために、絵本の読み聞かせ
をわかりやすくしてあげよう！』

R2小野小ワクドキ単元ゴール一覧



取組の成果

■楽しく必要感のある場面設定
・必要感と達成感のある単元ゴールの設定
・必要感と自己決定のある言語活動の設定
・単元ゴール達成のための児童自身からの提案

〇児童の期待感が高まり、身を乗り出して単元ゴールを楽し
みにする児童が増えた。またこのことは、その後の言語活
動にしっかりつながった

〇「自分のことをもっと表現したい」という意識が高まり、
自ら進んで活動する児童が増えた

〇 児童主体の取り組みとなり、表現の習得において大きな効
果があった

より充実したコミュニケーション活動になったか



家庭学習での定着～Reading Practice～

具体的な取組



■慣れ親しませるための取組
・ステップとスパイラルのある単元構想の工夫
・必要な表現の繰り返し練習（チャンツ・家庭学習）

〇既習事項を忘れず、自分の中に貯めて表現できるよう、単元構想の中
に既習事項表現を意識して組み込むことで、場に応じた表現を選択す
る児童が出てきた

〇家庭学習として、必要な表現を載せたフレーズの音読（７～８文）を
毎時間宿題に出したことで、少しずつ定着し、自信をもって発話する
ようになった

取組の成果

より充実したコミュニケーション活動になったか



取組の成果

より充実したコミュニケーション活動になったか

■伝え合う喜びを感じさせる工夫
・往復するためのリアクション意識
・振り返りの中に友達の活躍を記入

〇以前よりもリアクションをしようという意識が芽生
えた。また、リアクションも楽しみながら、自然と
会話が続くことを実感していた

〇自己有用感につながり、コミュニケーション活動へ
の原動力となった



２、小中共通している授業形態や活動の確立

●小学校での既習事項想起 提示
●中学校でも学ぶ共通テーマの紹介（プレゼンテーション等）

●小から中へ発展していく共通のコミュニケー
ション/プレゼンテーションポイント

●小中共通のパフォーマンステスト
●小中共通のルーブリック

３年目の取組における実践 具体的手立て



３、外国語活動の教科化における評価

●CAN-DOリストの見直し、活用
●パフォーマンス評価の見直し
実施回数の増加

●ルーブリック評価の見直しと
４技能に対するルーブリックポイントの改良

●振り返りの充実

３年目の取組における実践 具体的手立て



CAN-DOリストの見直し、活用
具体的な取組

富岡市立北中学校区 外国語（活動）Can-Do リスト

目指す中学校卒業時の姿

●外国人に対し相手の立場や状況を考えながら、積極的にコミュニケーションを図ろうとする。
●自国の文化やふるさとに誇りを持ち、それを英語で伝えることができる。

Speaking（やりとり） Presentating（発表） Writing（書くこと） Listening（聞くこと） Reading（読むこと）

小３

・自分の気持ちや身近な事柄につ
いて、簡単なやりとりをすること
ができる。
・アイコンタクトや音量、表情な
どに気をつけてコミュニケーショ
ンをとることができる。

・自分のことや好きな物について
３文で発表することができる。
・ジェスチャーなど非言語の手段
を用いて話すことができる。

・アルファベットの大文字・小文
字のなぞり書きができる。
・自分の名前が書くことができる。

・ジェスチャーなどの非言語の手
段を用いながら、ゆっくりはっき
りと話された際に、ある場面、状
況下で話されている語句や表現を
類推しながら聞くことができる。
・相手を見て、Nice.Good.など
と反応しながら話を聞くことがで
きる。

・アルファベットの大文字・小文
字の形を認識し名前読みができる。

小４

・自分の気持ちや身近な事柄につ
いて、たずねたり答えたりできる。
・相づちをしたり、簡単な反応を
したりしながら、コミュニケー
ションをとることができる。

・自分のことや友達について５文
くらいで発表することができる。
・実物やイラスト、写真などを見
せて、聞き手が理解しているか確
認しながら話すことができる。

・アルファベットの大文字・小文
字のなぞり書きができる。
・自分の名前が書け、家族や友達
の名前が書ける。

・ゆっくりはっきりと話された際
に、ある場面、状況下で話されて
いる単語や表現を類推しながら聞
くことができる。
・相づちをしたり、簡単な反応を
示したりしながら相手の話を聞く
ことができる。

・アルファベットの大文字・小文
字の形を認識し名前読みと音読み
ができる。

小５

・自分の考えや気持ち、事実など
を、聞き手を意識しながら初歩的
な英語でやりとりすることができ
る。
・相手の表情を見て、繰り返した
り、相手の言うポイントを繰り返
しながら、コミュニケーションを
とることができる。

・与えられたトピック（家族、夢、
旅行）について自分のことや気持
ちを５文から６文でが発表できる。
・聞き手が理解しているか確認し
ながら話すことができる。

・アルファベットの大文字・小文
字を正確に書くことができる。
・慣れ親しんだ語句や表現をなぞ
り書きすることができる。
・例文等を参考にし、自分に関す
る簡単な事柄について慣れ親しん
だ語句や表現を書き写すことがで
きる。

・動作やイラスト、写真等を用い
ながら、身近な人や身の周りのも
の、簡単な事柄に関する短い話を
聞いておおよその内容を理解する
ことができる。
・聞いたことに相づちをうったり、
Nice.などの簡単な感想を言った
りしながら聞くことができる。
・紹介する文を聞き、その内容に
ついて日本語で説明できる。

・アルファベットの大文字・小文
字の名前読みと音読みができる。
・音声や絵カード、場面を手がか
りに慣れ親しんだ語を読もうとす
ることができる。

小６

・自分の思いや考え、友達のこと
などを相手に伝わりやすくする工
夫をしながらやりとりすることが
できる。
・自分に関する簡単な質問に対し
てその場で答えたり、相手に関す
る簡単な質問をその場でしたりし
てコミュニケーションすることが
できる。

・与えられたトピック（学校生活
や地域、中学校への思いに関する
ことなど）について自分のことや
気持ちを５文から７文でが発表で
きる。
・OK?などと相手の理解を確認し
たり、自ら相手に問いかけたりし
ながら発表することができる。

・アルファベットの大文字・小文
字を正確に書くことができる。
・慣れ親しんだ語句や表現をなぞ
り書きすることができる。
・例文等を参考にし、自分に関す
る簡単な事柄について、慣れ親し
んだ語句や表現を、語順を気にし
ながら書き写すことができる。

・身近な人や身の周りのもの、簡
単な事柄に関する短い話を聞いて
おおよその内容を理解することが
できる。
・相手の言うポイントを繰り返し
たりReally?、Me, too.など問い
返したりしながら聞くことができ
る。
・紹介する文を聞き、その内容に
ついて日本語で説明できる。

・アルファベットの大文字・小文
字の名前読みと音読みができる。
・音声や絵カード、場面を手がか
りに慣れ親しんだ語を読もうとす
ることができる。
・音声で充分に慣れ親しんだ簡単
な語句や基本的な表現を、イラス
トや写真などを参考にし、憶測し
ながら読もうとしている。

中１

・自分のことや日常的な話題など
について、簡単な語句や文を用い
て、1分程度即興で伝え合うこと
ができる。

・身近な事柄について、自分で作
成したメモ等を活用しながら、簡
単な語句や文を用いてまとまりの
ある内容で1分程度話すことがで
きる。

・be動詞と一般動詞両方を適切
に使い分けながら、自分や家族、
友達など身近な事柄について紹介
する文を７文から１０文簡単な語
句や文を用いて書くことができる。

・ゆっくり又は繰り返して話され
れば、50語程度の日常的な話題
（学校行事、自分の好きなことな
ど）について、簡単なメモを取り
ながら、必要な情報を聞き取るこ
とができる。

・日常的な話題（学校紹介、諸外
国の学校生活など）について簡単
な語句や文で書かれた150語程度
の文章の概要を捉えることができ
る。
・必要な情報を読み取ることがで
きる。

中２

・身近な話題について、事実や自
分の考え、気持ちなどを簡単な語
句や文を用いて伝え、相手からの
質問に答えたり、適切な疑問詞を
用いながら、1分以上会話を継続
させることができる。

・自分の夢や郷土などについて、
事実や自分の考え、気持ちなどを、
自分で作成したメモ等を活用しな
がら、簡単な語句や文を用いて1
分以上のまとまりのある内容で話
すことができる。

・現在、過去、未来の時制を適切
に使い、自分自身の気持ちや出来
事、自分の夢や郷土について、事
実や自分の考え、気持ちなどを整
理し、理由を加え、文のつながり
を意識しながら１０文以上で書く
ことができる。

・繰り返して話されれば、70語
程度の日常的な話題についてマッ
ピングなどのメモを取りながら、
必要な情報を聞き取り、社会的な
話題について概要を理解すること
ができる。

・日常的な話題（学校紹介、諸外
国の学校生活など）について簡単
な語句や文で書かれた300語程度
の文章の概要を捉えることができ
る。

中３

・身近な話題や社会的な事柄につ
いて聞いたり読んだりしたことを、
自分の考えや感じたことを基に、
その理由なども含め、簡単な語句
や文を用いて、1分以上会話を続
けることができる。また、適切な
疑問詞を用いて話題を広げること
ができる。

・郷土の歴史、文化や社会的な話
題について、自分で作成したメモ
等を活用しながら、考えたことや
感じたこと、その理由などを、1
分以上のまとまりのある内容で話
すことができる。

・現在、過去、未来の時制を適切
に使い、社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことについて、
自分自身で考えたことや感じたこ
と、その理由などを、１０文から
１５文で簡単な語句や文を用いて
書くことができる。

・繰り返して話されれば、90語
程度の日常的な話題について、
マッピングなどのメモにまとめな
がら、概要を理解したり、社会的
な話題について要点を捉えること
ができる。

・社会的な話題につて、簡単な語
句や文で書かれた400語程度の文
章の概要を捉えたり、要点を捉え
ることができる。

※３，４年の書くこと、読むこと

※５，６年の４技能５領域全て

※中１，２，３のやりとり、発表に
関しては、今後少しずつ変化する
のでは･･･

・学びの継続性
・重複の回避
・後退の防止



具体的な取組

●単元の最初に提示
「単元の最後にパフォーマンスチャレンジがあるよ！」

●ゴールのイメージをしっかりもたせる
●より必要感のもてる内容の選定
●帯活動「Reading Practice（音読練習）」
→家庭学習による定着

●リアクションの強化
●４技能のバランス（中学校）

パフォーマンス評価の見直し



令和２年度 パフォーマンス評価実施計画 小野小・北中連携

小５ 小６ 中１ 中２ 中３

1
学
期

●Unit１
『自己紹介』 （T）
●Unit２
『私の誕生日』 （S）
●Unit３
『私の時間割』 （T）

●Unit１
『自己紹介』 （S）
●Unit２
『自分の宝物』 （S）
●Unit３
『行きたい国』 （T）

●Lesson1～3（Ｔ）
『絵を説明しよう』
（Be動詞/一般動詞）
●スピーチコンテスト（Ｓ）

『自己紹介』
（Project1）

●Lesson3 Read（R）
『The Ogasawara island』

（未来形）
●スピーチコンテスト（S）

『自由課題』

●Lesson2 Read（R）
『France－Then and now』

（現在完了形）
●スピーチコンテスト（Ｓ）

『自由課題』（※主張）

2
学
期

●Unit4
『私のヒーロー』（S）
●Unit５
『私の宝物』 （T）
●Unit６
『好きな食べ物』（S）

●Unit4
『夏休みの思い出』
●Unit５
『食物連鎖』 （T）
●Unit６
『オリジナルメニュー』

（S）

●Lesson４・５（Ｔ）
『夏休みの思い出』
（過去形）
『夢のFamily Tree』
（疑問詞/代名詞）
●Lesson６・７（Ｔ）
『パラリンピック』
（三単現/can）
●Project２（Ｓ）（W）
『私の先生・先輩』

●Lesson５Write（W）
『私の好きな国』
（動名詞 There is）
●LessonL1～６（T）
『日本文化紹介』
（不定詞）
●Project２（Ｓ）
『私の夢』

●Lesson5 Speech（S）

『行きたい場所』
（関係代名詞）
●Lesson１～６（T）

（W）
『世界の出来事』
（現在完了形 関係代名詞）

●Project２（Ｓ）
『日本文化紹介』

3
学
期

●Unit７
『日本文化』 （T）
●Unit８
『世界のヒーロー』（T）

●Unit７
『小学校の思い出』（S）
●Unit８
『感謝すること』（T）

●Lesson８～９（Ｔ）
『写真を説明しよう』
（現在進行形）
●Lesson９（Ｓ）
『私のこの一年』
（過去形）
●Project３（Ｓ）
『私の大切なもの』

●Lesson７～８（Ｔ）
『調査プレゼンテーション』

（比較/受け身）

●Project３（Ｓ）
『私の町』

●『２分Free Talk』
（T）

●Project３（Ｔ）
『ディスカッション』

（R）:Reading（W）:Writing（T）:Talking（S）:Speech

（S）



令和２年度 小中共通テーマのパフォーマンス評価 （小中連携）

小５ 小６ 中１ 中２ 中３

1
学
期

2
学
期

3
学
期 （R）:Reading（W）:Writing（T）:Talking（S）:Speech

●Unit１
『自己紹介』 （S）

●Unit１
『自己紹介』 （S）

●スピーチコンテスト

『自己紹介』（Ｓ）
（Project1）

●Unit３
『私の夢』（T）

●Unit８
『私の夢』（T）

●Project２（Ｓ）
『私の夢』

●Unit３
『行きたい国』（S）

●Unit４（S）
『私のヒーロー』

● Lesson ５ Write
（W）
『私の好きな国』

●Lesson5 Speech
『行きたい場所』
（関係代名詞）（S）

●Project２（Ｓ）
『私の先生・先輩』

●Unit２
『日本文化』（S）

●LessonL1～６
『日本文化紹介』
（不定詞）（T）

●Project２（Ｓ）
『日本文化紹介』

●Unit４（T）
『夏休みの思い出』

●Lesson４・５（Ｔ）
『夏休みの思い出』
（過去形）

●Unit７（S）
『小学校の思い出』

●Lesson９（Ｓ）
『私のこの一年』
（過去形）

●Unit7（T）
『日本文化紹介』

学びの継続性
重複の回避
後退の防止



ルーブリック

●課題を解決するための
目標の共有

●児童・生徒間の相互評
価及び単元終了時の児
童・生徒の理解把握

●ビデオ録画による、複
数教員での評価

●評価項目を再確認し、
次回の目標を設定

●PCDAサイクルによる
評価方法の改善

●ルーブリック (Rubric) とは、
学習到達度を示す評価基準を観点と
尺度からなる表として示したものである。

【活用方法】

３ ２ １

A
（知識・技能）

A３ A２ A1

B
（思・判・表）

B３ B２ B1

C
（主体的態度）

C３ C２ C1

評価点

評価基準

評
価
項
目

https://ejje.weblio.jp/content/Rubric
https://ejje.weblio.jp/content/%E5%AD%A6%E7%BF%92
https://ejje.weblio.jp/content/%E5%88%B0%E9%81%94%E5%BA%A6
https://ejje.weblio.jp/content/%E3%82%92%E7%A4%BA%E3%81%99
https://ejje.weblio.jp/content/%E8%A9%95%E4%BE%A1%E5%9F%BA%E6%BA%96
https://ejje.weblio.jp/content/%E8%A6%B3%E7%82%B9
https://ejje.weblio.jp/content/%E5%B0%BA%E5%BA%A6
https://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%AA%E3%82%8B
https://ejje.weblio.jp/content/%E8%A1%A8
https://ejje.weblio.jp/content/%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6
https://ejje.weblio.jp/content/%E7%A4%BA%E3%81%97%E3%81%9F
https://ejje.weblio.jp/content/%E3%82%82%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8B


★ファンファントーキング がんばりシート４★
Mission：『My Summer Vacation』

Name（ ）
①contents

内容

②attitude
コミュニケーション

ポイント

③Answer the question

質問への答え方
④extra point

ボーナスポイント
Total
合計

／４ ／３ ／３

Teacher’s comment

●昨年度
ルーブリック
（小６）

●Scoring criteria 得点基準

点 ①内容 ②態度 ③質問への答え方 ④加点
４ 相手にわかりやすく英文

で伝え、「 How about
you?」と聞き返せる

①一所懸命、
とっても楽
しそうに会
話を続けよ
うとしてい
る！＋１点
②自分から
質問ができ
たよ！
※１単語・
１英文につ
き＋１点

３ 相手に英文でわかりやす
く伝えられる

自 分 の 設 定 し た
Communication Point が
達成できている

質問に「Yes」「No」で
答えられる

２ 伝わらない内容やはっき
りしない語がある

Communication Point を
意識しながらもただ読み
上げている 声が小さい

単語で答える

１ はっきりしない語がいく
つかある

Communication Point の
意識が少し足らず、聞き
取りにくい
声が聞こえない

答えられない

● Rubric（得点基準）



G６ Unit２ Talking Challenge Rubric 
チャレンジトーキング評価シート

Name

評価項目
練習評価

３P・２P・
１P

本番評価
３P・２P・

１P

先生評価
３P・２P・

１P

Score３P：文で堂々とはっきり答えられる。
２P：文で答えられる。
１P：単語で答えられる。

①相手に届く声、笑顔、アイコンタクト、堂々さ。

②住んでいる場所について伝えられる。

③何時に寝るかについて伝えられる。

④日曜日何をしているか伝えられる。

⑤自分の宝物について伝えられる。

★⑥Extra Point
どんなリアクション、クエスチョンを用意しておく？
★聞き返す質問や相手がうれしくなるリアクションを考え
てみよう！＋５P×３

〇

〇

〇

振り返り（①から③について具体的に書こう。どんどん成長する自分を想像しよう！）

①どんな風に練習できたかな？

②どこを特に頑張ったかな？

③次はどんなことにチャレンジしたいかな？

Total Score Teacher’s comment

●今年度
ルーブリック
（小６）

※練習→本番→先生評価と
自分の変容がわかるように

※スコアは３点から1点
※ルーブリックポイントは５つ
※内容は１行シンプル
・より具体的なフレーズ・態度・リアクション

※具体的なリアクションを
自分で設定

※次のステップへ行くための
より具体的な質問

※評価を数値化 コメント

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1594769178/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wdWJsaWNkb21haW5xLm5ldC9ib3ktY2hpbGQtZmlzdC1wdW1wLTAwMDgwMjkv/RS=^ADBKTNEZMaCGmsgai3HARhyA3NN8xY-;_ylt=A2RinFWZ7Qxfh2QATwOU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1594769178/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wdWJsaWNkb21haW5xLm5ldC9ib3ktY2hpbGQtZmlzdC1wdW1wLTAwMDgwMjkv/RS=^ADBKTNEZMaCGmsgai3HARhyA3NN8xY-;_ylt=A2RinFWZ7Qxfh2QATwOU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1594769462/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wbHVzLmFtYW5haW1hZ2VzLmNvbS9pdGVtcy9zZWFyY2gvJUUzJTgxJUFGJUUzJTgxJUFBJUUzJTgxJUJFJUUzJTgyJThCP3BhZ2U9MSZhbXA7c29ydD1zY29yZQ--/RS=^ADBGgF_KV1XRV4k14O9xiqv.xxPCTg-;_ylt=A2RinFW27gxfwAMA2AWU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1594769462/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wbHVzLmFtYW5haW1hZ2VzLmNvbS9pdGVtcy9zZWFyY2gvJUUzJTgxJUFGJUUzJTgxJUFBJUUzJTgxJUJFJUUzJTgyJThCP3BhZ2U9MSZhbXA7c29ydD1zY29yZQ--/RS=^ADBGgF_KV1XRV4k14O9xiqv.xxPCTg-;_ylt=A2RinFW27gxfwAMA2AWU3uV7


チャレンジトーキング後の児童の振り返り



チャレンジトーキング後の児童の振り返り

〇リアクションへの意識が高まった
〇即興的な会話に対応しようとする
力がついた

〇次への課題が明確になった
〇児童自らが課題解決をしようと
する手立てになった



パフォーマンス評価おける
ルーブリックを使った効果

〇観点別に評価項目を設定し数値化することで、感覚では
なく、また、観察だけに頼らない評価がしやすくなった

〇CAN-DOリストを意識しながら、授業を展開するように
なった

〇児童生徒自身の目標設定が明確になり、入れたい表現や
リアクションを自分自身で工夫しながら熱心に取り組む
ようになった

〇自分自身を表現するために、既習事項以外の語句や表現
を知りたい！という気持ちが芽生え、色々な語句や表現
に興味をもつようになった

取組の成果



実態調査での結果から

○英語４技能検定

６年→ＧＴＥＣ・Ｊｒ．
中２→ＧＴＥＣ



全体の取り組み・実態調査からの3年目の課題

▲教科書内容と単元ゴールとのすりあわせ(時間)
▲「話す・聞く」から「読む・書く」への抵抗感
▲評価されることで起こる劣等感
▲評価のずれ
▲英語専科ではない担任の先生のための環境整備
▲英語教育格差



3年目の課題への手立て
▲教科書内容と単元ゴールとのすりあわせ(時間)
★単元ゴール活動確保のための教科書アクティビティーの精査

▲「話す・聞く」から「読む・書く」への抵抗感
★「読む」「書く」の技能に対する手立ての工夫

▲評価されることで起こる劣等感
★テストの精査 評価の見直し

▲評価のずれ
★ルーブリック評価・パフォーマンス評価方法の改善

▲英語専科ではない担任の先生のための環境整備
★使いやすい授業プラン作成の資料整理・環境提供

▲英語教育格差
★特別支援的手立て↔外部試験（英検等）への情報提供



まとめ ３年間の取組を通して

〇コミュニケーション活動の充実により、児童が思って
いることや考えていることを自分の言葉で表現できる
ようになってきた

〇パフォーマンス評価を数値化することにより、児童が
目標を持って取り組み、指導者も評価しやすいものに
なってきた

〇CANーDOリストに基づく指導を行うことで、学びの
継続性、重複の回避、後退の防止につながった



「英語がすき！」という思いと
グローバル化の時代を自ら切り拓く力を育んで

大人になってほしい･･･


